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2017 学校説明会 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
教務部の内海と申します。私からは『高大接続改革に向けた本校の取り組みということで、本校がどういった方向性で、どんな事に取り組んでいるのか？ということを、いくつかご紹介させていただきます。よろしくお願いいたします。⭐️



【求められている力～新学力観～】 
 
• 基礎的・基本的な知識・技能 
• 思考力・判断力・表現力等の能力 
• 主体性を持って多様な人々と協働して

学ぶ態度 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、教育改革についてですが、ご存知の方も多いかと思いますが、高大接続システム会議の最終報告から、これからの子供達が身につけるべき力として、⭐️『基礎的・基本的な知識・技能』  『思考力・判断力・表現力などの能力』  『主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度』  の3要素をあげています。出どころによって、多少表現の仕方が異なりますが、例の学力の3要素というモノです。⭐️



大学入試が変わる 
 大学入学共通テスト 
◦知識・技能を十分有しているかの評価も行いつつ、思考力
・判断力・表現力を中心に評価を行う 

 ＡＯ入試・推薦入試 
◦小論文、プレゼンテーション、教科・科目に係るテスト、
共通テスト等のうち、いずれかの活用を必須化。 

 調査書の記載内容も改善。 

3 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、大学入試についても、先ほどの3要素を踏まえ、それらを問うような形へ変化していきます。⭐️現行のセンター試験に代わる『大学入学共通テスト』での記述式問題や、英語4技能に絡んだ外部検定の活用7月の発表では、AO入試や推薦入試にも新たなルールが設けられ、AO、推薦であっても、学力試験が課される可能性が非常に高まってきています。これらは、これからの子供達に求められているものであると同時に、そういった変化に学校としてどう対応していくか？ということが、今教員である私たちに問われているのだと強く認識しています。⭐️



新入試に向けた本校のスタンス 
 

〈基礎的・基本的な知識・技能〉 
基礎学力の定着 

そして 
〈思考力・判断力・表現力〉 
〈主体性・協働〉 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こういった状況を踏まえ、本校が、それらの目標を達成するために、どういったアプローチをしていくか？ということですが、⭐️まずは、土台である基礎的・基本的な知識・技能の習得に重きを置いています。つまり、⭐️基礎学力のベースがあってこそ、⭐️思考力や判断力といったものが効率よく養われていくと考えています。ここで、注意していただきたいのは、お勉強が一番でその他は後回しといったような、順番を付けているのではない ということです。生徒の主体性やその他の力を引き出すことで、⭐️学習の効果もアップしますし、その逆もあります。そうやって相互に関連させた中で、『基本的な学力』を伸ばしていこう。それが新しい大学入試を突破するカギになっていると考えています。⭐️



基礎学力定着のために① 

 Ｓ特進 国公立対応型カリキュラム 
 特進  私大特化型カリキュラム 
 総進  多様な進路に対応した 
        総合型カリキュラム 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
基礎学力の定着。その中心になるのは、やはり授業です。⭐️カラーの異なる3つのコース、それぞれの進路目標に応じてカリキュラムがデザインされています。また、本校では教員の授業力アップのために、外部の第三者による授業診断を取り入れています。第3者に自分の授業を診断される。結構厳しいものはあるのですが、将来を担う子供たちと同様に、学館の将来を担う 若手から中堅の教員を中心に、授業診断のプロフェッショナルに授業を見てもらい、自分自身の課題と向い気合い、スキルアップを図っています。⭐️



基礎学力定着のために② 
 課外授業(年間)  
 総進特別課外（11月） 
 特別学習指導（各学期末） 
 考査前補習（2月） 
 合宿勉強会（8月）  
 入試直前特別講座（12～1月） 
 Ｆ7 

 受験サプリ  
 スタディー・サポート  
 英検・GTEC for Student 
 中学英語の学び直し 
 論理エンジン 
 小論文通信添削 
 語学研修（セブ・カナダ） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
授業以外でも、様々な取り組みを行っています。⭐️課外授業もコース、学年、時期に応じて様々なパターンカナダ・フィリピン語学研修などの英語力教科のための取り組みも色々あります。この中でも、例えば、⭐️



スタディー・サポート（Benesse） 

 ＰＤＣＡサイクルのためのツール 
 生徒の学力・学習状況をチェック 
 Classi と連動させて指導を効果的に 

Ｓ特進：β 特進：α 総合進学：θ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スタディーサポートですこれはご存知の方も多いと思いますが、Benesseの扱っている学習診断ツールの1つです。⭐️生徒の学力と学習状況を定期的にリサーチして、生徒自身の学習だけでなく、教員側にとってもPDCA(plan  DO  check  action)のサイクルを構築する要素となっています。Benesseのまわし者ではないんですけど、同じくBenesseのclassiと連動させれば学習指導だけでなく、進路指導もスムーズに行えるということで、多くの学校が利用しています。⭐️このスタディーサポートに関して、本校の特徴としましては、✳️総合進学の『シータ』です。難易度でいうと、アルファが基礎でベータが発展。本校ではＳ特進コースがベータ、特進コースがアルファを受験しています。ではシータは？と言うと、さらに難易度が下がります。普通の学校はアルファかベータで、シータはあまり使わないですし、使っていても大きな声では言いにくい思います。ですが、本校はあえてのシータです。見栄を張っても仕方がないですし、総合進学コースの現状をしっかり把握して、何よりも「基礎学力の定着」を最優先に考えての選択です。が、これに関しては、あんまりよそで言わないでくださいね。はい。



思考力・判断力・表現力・協働 

修学旅行プレゼン 

芸術鑑賞会 

企業インターンワーク 

土Ｓ 

ディズニー研修 

地域清掃 

きょうざん塾 

酒々井町あいさつ運動 

主権者教育 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
思考力、判断力、表現力の育成および協働についてですが、⭐️本校でも色々な取り組みを行っています。まあ、ボランティアですとか研修ですとか、中でも、⭐️



企業インターンワーク 
【協力企業】 
 大塚製薬  ＫＤＤＩ  
 日本航空  明治  
 森永乳業 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
企業インターンワークというプログラムです。これは総合学習の時間に、年間を通じて取り組んでいます。どんなものか？と言いますと、ご覧の企業、✳️すごいビッグネームばかりですケド、これらの企業から指令 が届きます。例えば、新商品考えろだとか、PR戦略考えろだとか、結構厳しい注文ばかりなんですけど、それに対して、チームで取り組むという、まさに協働、まさに答えのない問題、といったプログラムです。まあ、毎回こんな感じで楽しそうにワイワイやってます。その過程で、思考力・表現力だけでなく、傾聴力・分析力・行動力といった様々な力を身につけていくことが狙いです。そして、チームが導き出した答えは、みんなの前でプレゼンし、それを動画に撮って企業に送ります。⭐️
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こんな、感じにインターネット上にアップされます。他のチーム、他のクラスのプレゼンも見ることができるので、それらを参考にしてどんどん磨きをかけていきます。そうすると、今度はそれを見た企業側から返事が返ってきます。⭐️
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こんな、感じですね。インターネット上だけでなく、企業の方が直接プレゼンを見にきてくれる事もあります。昨年はSkypeを使って教室から生中継なんていうのもありました。⭐️



土Ｓ 
第2・4土曜日 

教科の枠を超えた総合的な授業 

アクティブ・ラーニング 

探求活動でＰＤＣＡサイクル 
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土曜日Ｓ特授業 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もう一つ、『ドS』と呼んでいるのですが、もちろん、正式な呼び方ではなく、正式には『土曜日Ｓ特授業』と言います。縮めて『ドS、ドS』って呼んでいるうちに定着してしまいました。名前から大体想像できると思いますが、土曜日に行なっているＳ特進の授業の事です。本校は第2・第4土曜日は休業なのですが、1・2年のS特進だけは登校して特別授業がある。という、何とも可愛そう、じゃなくて、羨ましい授業です。⭐️内容は、バラエティに富んでいて、教科の枠を飛び越えた合教科的なもの、英語で数学なんていものもあったり、生徒自らテーマを設定した探究活動もあったり、アクティブラーニングの要素を多く取り入れたものになっており、Ｓ特進の目指すいわゆる難関大学の多様化する入試に向けて、必要な力を養成するためのS特進独自のプログラムです。写真は大腸菌の実験のためにLB培地を作っているところですね。



ＩＣＴ 
 29年度  特進・S特進など10教室にWi-Fi整備  
       電子黒板機能付きプロジェクター設置 
                 SkypeによるNativeとの英会話授業 
 30年度  Wi-Fiを全教室へ  
       いつでも誰でも使える環境 
 31年度  タブレット一人一台（1学年より年次進行） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、ICTについてですが、これは他の私学でも話題になっていると思われますが、もちろん、本校でも便利なものは使います。本校では⭐️このようなスケジュールでICTの導入を進めていく予定です。先ほどご覧になられた方もおられると思いますが、現段階では、特進・Ｓ特進の教室には電子黒板機能付きプロジェクターが設置され、授業その他で活用されています。また、1年のＳ特進ではSkypeを使ったネイティブとの英会話が試験的に授業に組み込まれています。ですが、ICTの導入自体が目的なのではなく、最初にあげました『３要素』、これからの時代を生きていく子供達に、必要な力を身につけさせる事が目的です。ICTはそれを効率的に進めるためのツールの1つという認識なので、なんでもかんでもとにかくタブレット持たせて、全ての授業で使えばいいというものではなく、必要な場面でタイムリーに使っていくことを目指しています。ですから、まず、誰でも、どこでも使える環境を整備することからはじめています。正直に申しまして、ICTに関してはまだ実験段階で、先進校に比べたらまだまだなのですが、環境が整えば、デジタルの強みを生かして、例えば、授業の効率化や、アクティブラーニングのへの応用だけでなく、新様式の調査書作成には必須であろうポートフォリオの作成、生徒や保護者とのコミュニケーションツールとして使用したり、部活動や生徒会活動でも利用できる等々、私自身、今からワクワクしています。⭐️



ありがとうございました 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
えー、これは後から付け加えたスライドで、先週末に行われました文化祭の様子です。生徒達のパワーは本当に凄くて、いつも圧倒されています。そんな生徒達が進路目標を達成し、その先の未来、2045年問題じゃないですけど、不透明な時代をたくましく進んでいけるように、本校教員、一丸となって頑張っていきたいと思います。私からは以上です。⭐️ご静聴ありがとうございました。シンギュラリティ
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